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論文題目 Environmental adaptation mechanism in marine annelids   （海産環形動物の環境適応機構に関する研究） 
（論文内容の要旨） 
	 海産環形動物（多毛類）は、潮間帯から80℃を超える深海熱水噴出孔、さらには
































でC. telela からTRPA1ホモログを単離し、系統解析を行ったところ本遺伝子は	 	 	 
TRPAbasalに分類された。本遺伝子が貧酸素感知能を有するかを調べるためにドメイ
	 2	 
ン構造を解析したところ、本遺伝子は哺乳類TRPA1において貧酸素感知に重要な    
oxygen dependent degradation domainを有しており、イトゴカイの貧酸素感知への本遺


















































1. 深海熱水噴出孔から採取したマリアナイトエラゴカイは、0.1％ (v/v) 酢酸、0.03
％ (v/v) 過酸化水素に対して逃避行動を示した。この値は沿岸性の近縁種であるイ
トゴカイと比較すると、およそ10-100分の１の低濃度であった。この逃避行動は   































要旨公開可能日：	 	 	 年	 	 	 月	  	 日以降（学位授与日から３ヶ月以内） 
 
